「食品ロス削減出前講座～なくそう食品ロス～」　授業計画（案）

１　日　　時　　　年　月　日（　）第　時限目（　：　～　：　）

２　学　　年　　　　　中学校　第　学年

３　目　　標　①　食品ロス問題が様々な環境問題や世界の飢餓等につながることが理解

できる。

　　　　　　　②　食品ロス削減に向けて、身近な場面での取組を考えて自ら実践することができる。

４　科　　目　○○
５　授業の展開案
	時間
	授業の展開例
	指導上の留意事項等

	つかみ

10分
	○食品ロスの問題について知る
・大量生産、大量廃棄の例紹介（恵方巻き）
・日本の食品ロス発生量
＊日本の食品ロスは世界の食料支援量の約1.2倍である
＊家庭から出る食品ロス量とその原因（食べ残し・直接廃棄・過剰除去）
＊消費期限や賞味期限の違い
・身近な食品ロスには何があるだろう

　：（想定）給食、外食での食べ残し、作りすぎ、買いすぎ等
	・身近な事例を紹介し、関心を持たせる。
・パワーポイントで資料を提示

	高める
30分
	　食品ロスが発生すると問題になることは何だろう。（WS1/補助）　
　：（想定）環境問題、飢餓等
○各問題について具体的に紹介する。
○ごみが増えて環境問題につながる（地球温暖化等）
・廃棄の際に運搬や焼却でCO2を排出し地球温暖化の原因に
・食品の生産～販売の各段階で温室効果ガスが発生
・地球温暖化で異常気象・災害の増加(大雨・高温等)、食物が採れる地域の変化(漁業・農業への影響)
・（海洋プラスチックごみ問題）
○飢餓の問題
・世界では約7.7億人が飢餓や栄養不足
・私達には給食がある一方、世界では食料が不足、飢餓の問題
○処理にお金（税金）がかかる
・日本の市町村のごみ処理費用は約2.2兆円
・給食の残飯処理にもお金がかかっている
○身近な食品ロスについて紹介する。
・給食の食べ残し例を紹介（写真・残量）
・市町の家庭ごみの分析調査等結果を紹介
○企業の食品ロス発生量を紹介する。

・製造業、外食産業、小売り業の取組例を紹介

　食品ロスを減らすにはどうしたらいいだろう。（WS2）
○グループワークで意見を出し合う。
　・自分の行動及び周りへの呼び掛けについて考える。
：（自分の行動想定）
・消費期限の短いものから買う
・買いすぎない、作りすぎない等
：（周りへの呼びかけ想定）
　・家族に買いすぎないよう伝える
　・家族に冷蔵庫の中を整理するよう伝える等
○グループワークで出た意見をクラスで共有する。
	・グループワーク１

・SDGsの一覧表を見ながら食品ロスと関連しそうなSDGsを考察する。

・時間に余裕があれば、海洋プラスチックごみ問題について触れる。

・市町と連携し、生徒に身近な事例を紹介し、食品ロスを自分ごととして捉える。

・時間配分に応じて、企業の食品ロス発生量や取組を紹介する。

・グループワーク２

・食品ロスの削減のために、自分と周りができる行動について考える。

	まとめ

5分
	○食品ロス削減への取組をまとめる。

・買いすぎない、使いきる、食べきるの実践

○食品ロス削減について、今日の講座で分かったことをまとめ、できること、感じたことを個人でまとめる。
	・食品ロスチラシの配布


WS：ワークシート、補助：補助資料
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食品ロス削減出前講座メモ

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　
１　食品ロスが発生すると問題になることは何でしょうか。

２　食品ロスを減らすためには、私たちはどうしたら良いのでしょうか。
	○　私は･･･



	○　周りの人（誰に：　　　　　　　　　　　　　　　　　）に･･･

	
	


３　食品ロス問題について、感じたことを記入しましょう。
	

	

	

	

	


～アンケート～

Ｑ　今日の講座について理解できましたか？（当てはまるものに○を付けてください。）

よく理解できた　／　まあまあ理解できた　／　あまり理解できなかった　／　理解できなかった
